第61回岐阜外科集談会 by unknown
Title第61回岐阜外科集談会
Author(s)




















BLM, 6ocoを併用し， BLM60略， 60CQ1900rad 
頃から腫蕩は縮少し始め， BLM150ng, 60CQ 6000rad 
で腫療は，肉眼的，組織学的に消失した．尚副作用と
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金耳量を TrypticaseSoy Broth lこ値菌し培養判定
した．菌液は平板第養で得られたコロニーを取り生食
水中によく混和して用いた．緑膿菌8株，大腸菌，黄
色プ菌各1株とも 1,000倍稀釈液では1分で殺菌され
るが 5,000倍稀釈液では15分でも殺菌されない．作用
温度20℃， 37Cで差は認められなかった.50倍イソヲ
ン液 lOmlIL血清，尿（蛋白一～＋仲）を lml加える
とただちに脱色が起り同時IL殺菌力が低下する．血清
混合の場合は15分でも緑膿菌を殺菌しないが尿の場合
は1分で殺菌し 100倍稀釈イソジン液では殺菌しない
ものもある．イソツン液で勝脱洗厳した場合にも脱色
が起る．
2. I結石を合併した尿管癒の1例」
岐大泌尿器科
45才，男子，会社員
主訴・排尿困難
伊藤文雄 野村恭鴻
初診．昭和46年7月31日
家族歴・既往歴－特記すべきものなし
現病歴数年来，尿線の細小化，中絶，排尿時間延
長，残尿感が続き， 最近特IC.著しく なり当
科受診．
IVP，尿道造影， X線テレビ，勝脱鏡等で，鳩卵大
の右尿管溜を認め，癌内t乙結石の合併を見た．なお右
尿管下部は著しく拡張し，水腎症も認められた．尿路
の奇形は認められなかった．勝脱高位切開lとより尿管
癌切関術，屈管勝脱新吻合術を行い．同時に内尿道口
に小切開を加えて勝脱頚部の通過障害を除いた．術後
2週間でVURは認めていない．この1例を加え本邦
200例の尿管溜につき統計的観察を行なった．詳細は
原著として発表する予定．
2.尿道外に脱出し，結石を合併していた
尿管癌の1例
県立岐阜病院（館、尿器科）
石山勝蔵
52才 5回経産婦， 2～3年前より外尿道口部に不
快感あり．時IC.尿線中絶，血尿.3目前より排尿困難
強し鶏卵大の腫癌が外尿道口部に出来，痛くて出血
する．
暗赤色で表面平滑，軟いゴムマワ状の腫溜で， 5時
の位置より少量宛出血あり．触診中，この腫溜の申に
小指頭大の結石1ケを触れるど共に， 5時の位置より
尿の噴出あり，腫癌は小さくなった．翌日自然排石．
高位切開に右尿管癒の切除を行った．術後勝脱尿管逆
流現象あり．
